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い

ま

す

。

事

総

高

等

に

配

布

し

ま

子

。

コ
1
一
フ
ス
に
興
味
的
あ
る
方
は
包
お

V
E札
お
晶
概
数
救
命
主

R
4枚
、
山
山
総

気
軽
に
各
合
鴫
問
問
へ
お
問
問
い
合
わ
せ
〈
以
上
長
2
枚
、
前
世
象
品
開
響
詩
4
枚

だ
さ
い
。
ま
た
輔
副
闘
"
だ
い
議
批
判
線
機

3
紙
朝
し
い
然
減
の
淡
し
ゅ

n
i

機
所
に
お
い
で
〈
だ
さ
っ
て
も
け
っ
こ
*
鵬
醐
判
明
縫
総
滋
綱
泌
醐

う

炉

、

f

a

a

a

，さき
s
g
t
，.

な
お
‘
日
月
間
関
(
的
慨
〉
に
は
、
長

グ
ル

1
ヅ
が
事
加
サ
る
合
鵠
終
が
叩
eTん砲

事
れ
て
い
ま
す
陥

m
開
抑
一
井
一

童
間
一
議
一

昭

雄

箆

遡

箆

山

沼

会

唯

A
E

間

中

毘

一

部

畏

若

務

一

布

市

語

一

一

回開
出
一
等
土

空

一

火

う

…

制

一

開

問

悪
質
な
訪
寓
麗
莞
に
と
注
麓
M
M
H

浄
化
撞
マ
ン
ホ
i
ん
の
フ
タ
や

モ
ー
タ
ー
、
換
気
装
欝
・
・
・

級
段
、
消
ω棚
機
殺
や
鵬
鴇
総
裁
絞
め
名

脅
か
た
り
、
神
化
機
的
フ
タ
や
そ
I
タ

!
等
を
市
俗
的
制
問
機
も
の
合
畿
で
撚
り

つ
け
る
綴
殺
が
山
加
で
、
市
民
が
綴
縫
い
い

あ
っ
て
い
ま
す
。

訪
問
販
曲
目
例
は
止
め
通
り
で
す
m

本
静
化
槽
の
消
揃
業
者
及
び
管
梱
品
業
者

町
名
前
を
か
た
り
、
き
も
頼
ま
れ
て
き

た
か
の
よ
う
に
話
す

*
銑
の
フ
タ
ま
た
は
鋳
物
の
フ
タ
は
許

可
に
な
ら
な
い
等
、
山
山
ま
か
せ
を
い
う

持

*
2
、
3
人
で
来
て
、
り
と
り
は
現
場

脚
…
を
下
見
し
、
モ
ー
タ
ー
的
コ
ン
勺
ン
ト

を
怜
拭
い
て
モ
ー
タ
ー
が
叫
航
機
L
て
い
る

よ
う
に
添
わ
せ
る

ま
蕊
続
不
明
の
契
約
肝
留
に
む
り
や
り
印

畿
を
制
作
幸
せ
る

*
品
眠
判
明
広
晃
被
金
訟
を
替
わ
ず
‘
工
事

終
了
後
に
銭
外
を
料
金
を
議
求
す
る

以
上
の
裁
な
綾
警
に
あ
っ
た
と
き
に

は
豆
急
こ
逐
絡
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
持

化
槽
惜
に
国
時
砕
織
が
生
と
た
時
も
あ
わ
せ
て

ご
逮
絡
く
だ
さ
い
司

V
逮
絡
先
井
本
治
環
境
畿
宮
(
前
)
2
3

7
9
ま
た
は
前
市
緑
化
機
対
策
協
議
会

官
(
印
刷
〉

2
1
2
5

4i時)言;名患自義援
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相V
醐
問
い
合
わ
せ
静
…
批
相
談
後
両
前
牢
獄
絵
師
陣



(
四
凶
円
四
一
犠

串
円
帥
冗
初
談
を
次
の

8
穏
で
行
い
ま
す
。

V
旨
程
凶
月
7
付
目
、
は
日
付
、
れ
門
口
、

お
8
{
い
ず
れ
も
悶
け
縫
綴
)

世

V
祭
品
開
時
務
総
当
ず
る
乳
児
一
沼
紛

印
鼠
・
6
R
丹
生
ま
れ
)
は
、
午
割
問
Q
V
昨
か

ら
9
時
加
分
ま
で
、
あ
ち
ゃ
ん
体
換
を

一
打
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
の
礼
的
見
は
午
前

9
時
制
八
万
か
ち
口
付
時
吋
ま
で
。
次
的
予
附
問
緩
掛
世
は
開
閉
療
機
関
で
間
間
約

V
詩
書
す
る
も
の
母
f
健
勝
争
終
と
に
行
い
ま
す
。
該
山
地
司
、
省
は
際
療
機
燃
に

つ
i
i
i
トレ
F

?
判

官

パ

ス

タ

オ

ル

会

よ

い

は

ま

申

し

込

み

事

霊

し

で

あ

り

ま

の

…
滋
唖
何
割
幽
開
何
回

J
h
m
z
z
m
h
一↓

1
一
況
を
よ
く
絞
殺
し
て
空
し
ま
し
ょ
う
。
で
、
葉
市
L
込
ん
?
〈
だ
さ
い
。

…
h
u
u
F
h
同
H
H
A
T
Z
司
、
4
F
a向
4

V

時

g
、
一

}
f
e
一

一

1

1

‘

，

一

A

-

一

一

様

乳

湾

総

務

は

母

子

鐙

漆

手

棋

の

阿

川

胤

問

な

絵

、

静

抗

日

学

部

ま

で

無

料

で

受

け

ら

L

湖
北
会
i
m
w
川
M
の
日
山
一
相
官
…
の
属
一
制
け
務
(
3
1
6
か
同
月
悩
川
、
9
1
日
れ
ま
す
Q

調

潟

市

…

紋

一

習

室

内

歩

2

A

方

)

一

r
p

か
月
恵
一
高
照
し
、
制
緩
臨
時
燃
で
受
V
蓄
す
る
も
の
薬
品
子
警

川

d
v
a恥
内
総

U
j
i
-
-
2
・
・
4
2
を
，
.
、
，
a
'
F
}
}
1
1
1
1
1
L

け

ま

し

ょ

う

。

手

抜

…
一
一
一
岡
崎
静
岡
レ
各
自
2
5
0
3
子
宝
t
L実
参
与
-

さ

パ

ス

2

7

3

4

1

;

一

二

…

渇

三

}

者

刃

三

三

一

…

w

J

a

J

VMMd日
持
川
町
守
口
説
い
門
戸
γ

)

い万三三受一ばまじ£川町吹い

;

j

;

F

i

j

i

-

-

い
け
去
十
日
つ
2

2

2

T

…

埠

当

直

護

産

量

発

見
2
1
0
0
%全
治

V
持
参
す
る
も
の
絞
チ
榊
同
校
予
報
h
M
l
綾
6
か
付
先
般
市
中
級
恥
料
金
次
の
U
A
γ
年
夜
、
r
T
e
V
M
が
人
校
時
限
時
受
け
ら
V
医
療
俊
樹
為
抽
叫
徐
・
ナ
中
央
術
院

‘

母

級

学

制

頼

関

同

総

刊

日

で

行

い

ま

す

か

れ

ま

し

た

か

。

チ

ム

V

6

が

A
は
手
間
聞
に
発
ナ
制
約
綴
然
災
総
数
以
付
開
港
町
田
正
直
院

帯
待
機
す
る
も
の
母
4
3
健
桜
子
組
制
と
賊
す
れ
ば
1
0
9
M
m
全
治
し
ま
す
。
み
V
対
象
表
部
歳
以
上
の
主
役

総
括
討
祭
(
何
人
も
れ
の
寺
い
よ
う
に
)
輔
の
機
勝
あ
っ
て
の
家
庭
の
準
廿
?
す
。
V
申
込
方
法
官
製
ハ
ガ
々
に
然
続
、

‘
1
4黛
8
か
月
間
後
燦
給
資
自
緩
今
ま
で
に
受
付
た
こ
と
の
な
い
人
は
、
氏
名
、
年
齢
、
後
総
数
券
、
昨
昨
年
裳
M

Z

J

H

月

日

ぜ

ひ

お

受

け

に

な

っ

て

く

だ

さ

い

。

M

灯

、

保

帥

臨

む
J

タ
ー
ま
た
は
際
療
機
間
関

パ

九

二

塁

禁

は

量

セ

ン

?

I

高

設

を

明

記

円

上

、

語

セ

ン

タ

ー

山
開
九
れ
に
な
り
ま
す
が
、
耐
震
僻
附
さ
れ
と
均
品
川
で
、
に
申
し
込
ん
で
く
だ
浅
い
。

mm
印

希

望

者

に

は

成

人

術

的

襲

支

を

問

主

、

暴

行

ン

タ

i

p

受

診

さ

れ

草

1
時
じ
窓
必
騰
し
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
〈
る
だ
に
つ
い
で
は
、
併
用
誌
に
よ
る
申
し

万
お
い
α

込
み
も
受
け
付
け
ま
す
。

な
お
、
保
健
・
セ
ン
タ
ー
で
は
本
隊
必
至
三
器
一
一
一
白
紙
一
官
接
謹
一
嘉
一
一
一
芸
誌
主
主
一
司
王
一
主
主
合
一
一
主
主
一
護
送
還
一
紘
一
一
-
一
芸
一
芸
一
芸
三
三
一
一
一
一
室

の

み

行

っ

て

い

ま

す

心

都

合

的

緩

い

方

け

ら

れ

て

い

ま

す

。

令

午

様

、

ま

だ

済

言

語

能

?

?

れ

ま

す

。

蜂

取

水

建

巳

作

ぞ

抽

芸

品

梢

2

5

5

3

2

、

こ

の

警

に

受

け

て

允
だ
し
開
同
制
機
関
の
問
雲
、
I
0
0
0
・
刻
引

J
E
Z
A以
F
f
M
J
t

合
(
の
む
1
2
5
5
く
だ
さ
い
お

何

時

総

人

負

担

が

あ

り

ま

す

m

u

V

自

時

印

一

片

山

M

・

問

。

叫

m

h

u

‘

今

日

制

l
i
l
i
-
-
i
l
i
l
-
-
4
i
l
l
l
i
-
-
i
1
3
か
ら
l
k
s
止
ま
で
前
半
人
中
止
)

一
一
一
時
県
漣
静
控
除
陣
取

v
T
4
8
3
;料
2
3

V
対
象
臨
ん
級
将

V
T月
1
H
H
す
き
誌
の
品
開
き
な
ど
、
整
彩
然
対
的
な
o
o
m
円
、
登
録
及
び
詮
射
義
受
付
料

沙
付
加
口
口
生
ま
れ
の
幼
児
心
配
(
設
問
閥
抗
郎
総
ね
や
幻
滅
}
め
ん
る
2
5
0
0
m
円
)

V

芝

法

主

主

に

警

著

書

字

さ

ん

の

総

総

合

次

的

議

り

行

い

ま

V

主

催

夜

長

密

会

た

Jtι
那
谷
川
引
を
記
入
L
、

返

t

o

i

l

-

-

j

i

l

-

-

l

i

i

fく

だ

さ

い

，

一

室

内

毒

3

1

2

芸

品

か

晴

喫

沼

民

団

晦

戸

な
方
に
は
、
改
め
て
滋
知
し
ま
す
。
ら

Z
Wま
で
受
け
付
け
。
慢
性
陣
H
r
T
企
ゑ
詩
的
万
に
、
災
後
約

鑓
持
議
手
紙
か
な
か
っ
た
方
、
及
び
V
接
参
す
る
も
の
M
字
滋
原
F
桜
立
械
を
縫
手
る
料
品
滋
に
ご
協
力
く
疋

4
H
け
1
H
n
N
以
内
側
に
転
入
し
て
き
た
方
は
、
i
i
i
i
l
l
1
1
1
i
i
l
i
-
-
さ
い
υ

問
視
犬
病
予
防
注
射
と
鐙
縄
開

ノ
今
に
仲
ば
所
氏
名
、
名
4
抗
議
げ
、
が
済
ん
で
な
い
や
刀
へ
V
帯
込
先
行
臓
持
経
並
H
設
予

午
…
年
月
日
、
然
現
調
書
名
1

い
戦
人
口
付
け
日
を
l
i
i
i
i
l
l
-
-
i
i
i
i
l
古
凶
「
5
0
2
…
2
0
7
3

記
人
L
、
抽
出
限
時
時
均
夜
以
繁
詳
ま
犬
一
を
め
制
づ
て
い
る
ん
は
、
年
に
i
喧

V
問
い
合
わ
官
以
阪
務
ぷ
宮
Q
4
7

で
山
中
し
リ
め
ん
d
y
く
ど
さ
い
。
の
作
比
犬
州
問
，
r
山
間
注
射
と
登
録
が
義
立
問
づ

Z
〈ねい

2
6
0
5
、
他
保
健
京
町

E襲灘イド

ご(3)削 5.1仏 1 U 

犠
村
越
議
弘
く
ん

ぷ
組
本
と
マ
り
が
ふ
人
好
き
k

{
士
叩
仲
也
・
i
議
6
か
月

嫁
森
田
千
獲
紀
ち
ゃ
ん

「
い
つ
も
家
捺
の
中
心
で
す
い

似
品
吋
・
l
畿
4
・
か
月
}

Io]詳めにー…一

帥
購
描
慣
治
法

-

限

緩

品

開

ー
開
問
は
3
1
8
澗
略
的
務
総
で
3
M
出
接

制
服
。
2
開
制
は
I
期
終
了
後
E
年
以
上

あ
げ
て
i
口
出
接
種
(
1
柑
却
を
持
か
拘
け

ま
で
に
幾
結
盟
す
る
こ
と
が
怒
ま
し
い
}

-「‘‘-9‘.‘‘‘‘，‘季忌喝ゐ電事‘事‘‘‘‘‘‘、‘，‘‘‘-，
h
‘
‘
‘
‘
.
、
教
尋
争
‘
、
事
亀
‘
‘
h
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h
‘毛‘，‘‘‘
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一

童

館

f
E記

習

い

ま

す

。

そ

L
て
お
霊
的
存
在
が
多
?
?
に
ぎ
持
出
現
す
る
こ
と
…

…

官

接

J
二

足

」

く

み

ら

れ

ま

す

。

主

義

憲

械

や

も

あ

り

ま

す

命

一

…

護

審

と

誌

の

裂

が

燃

の

関

心

房

童

書

苦

々

が

ま

ぶ

く

議

措

置

薬

事

妨

…

…
ま
り
議
後
)
で
つ
ま
り
、
袋
発
M

不
規
制
…
な
も
の
)
が
あ
る
胤
妻
小
さ
総
の
滋
録
一
誌
を
防
ぐ
こ
と
が
筋
一

山
止
ま
る
た
め
w
倒
的
…
州
闘
が
松
一
ら
か
く
岳
山
肌
仏
叫
が
は
が
れ
て
血
液
の
中
に
入
り
、
一
?
?
p
m
ぞ
的
止
め
に
は
盗
芹
出
会
ヤ
主
一

?
り
萩
必
死
ん
で
し
ま
う
も
の
で
努
事
長
つ
め
て
監
察
言
宗
げ
な
い
こ
と
で
す
。
も
う
ひ
と
つ
は
…

?

。

こ

の

た

め

主

的

議

室

ね

宣

翌

桧

と

い

い

ま

士

喜

子

邸

機

中

毒

事

喜

〈

し

長

い

こ

…

叫
市
出
と
金
っ
た
り
、
総
骨
格
が
在
く
な
っ
と
で
、
勤
務
排
出
開
制
時
制
を
h
y
な
く
す
会
H

a

o

制

崩

の

泌

総

綿

理

化

川
か
ん
矢
崎
川
織
が
不
討
議
に
寺
り
ま
す
蹴
出
田
聞
包
ニ
と
ザ
℃
終
に
出
援
を
上
げ
な
い
日

が
勝
因
に

妄
卒
中
山
同
総
領
塞
と
即
細
山
山
γ

盛

れ

い

火

山

例

く

と

い

う

こ

と

は

勤

務

探

訪

予

防

に

…

こ

う

守
れ
ま
す
が
、
制
緩
W

躍
が
ず
っ
と
葬
場
鐸
渇
渇
咽
轟
謹

e酒
噸
役
立
ち
、
襲
警
姦
す
こ
と
で
ヱ

…

く

み

ら

れ

ま

り

関

陣

治

期

航

削

踊

開

盟

諸

盟

も

大

弱

者

ゆ

い

と

ま

の

一

叫
ひ
隊
機
惑
は
な
ぜ
起
こ
る
か
鱒
刷
制
制
艶
町
劃
即
阻
撞
既
鼠
内
総
塗
穫
量
一
」
っ
た
ら
川

…

似

の

襲

警

に

よ

り

主

義

的

、

器

事

起

こ

る

煎

，

主

と

し

て

以

傘
涯
を
上
げ
者

山
内
肝
胞
が
狭
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叫
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と
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ど
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が
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が
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さ
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。
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燃
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滅
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叶
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が
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滋
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司
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迎
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叫
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流
れ

を
相
鑑
賞
し
ま
す
。
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。
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榊
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著
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双
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廿
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塙
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。
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入
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入
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穏
回
同
附
丹
2
T
シ
ン
グ
ル
ペ
鈴
子
ダ
名
、
ヤ
伴
、
段
伎
を
明
h
叫
し
E
m
刊
行
一
U
9
悶
月
間
日
号
に
線
級
L
と
バ
レ
i
ポ

ヌ
ル
へ
ん
久
チ
ダ
ブ
ル
ス
、
羽
出
合
ダ
ブ
臼
「
必
務
)
ま
で
に
。
j
t
w
大
品
判
的
P
T
A、

A

絞
女
子
の
申

ル
ス
、
字
一
挺
婦
人
ダ
ブ
ル
ス

W
申
込
-
m
a
A
問
先
中
綿
1
3
0
4
込
J

先
、
H
利
減
エ
ミ
コ
さ
ん
の
ぬ
訴
は
、

V
参
朝
訓
策
絡
中
学
生
以
上
の
川
市
内
京
銀
齢
制
傘
偲
{
酪
}
2
9
7
1

湖
北
台
7
1
花
1
4
9
5
の
繰
り
で
す
。

片

山

、

事

-

草

書

、

極

廷

は

1

人

2

1

I

l

i

-

-

U

引

u
q
d
u川
バ
バ
ペ
パ
川
j

は
ダ
フ
ル
ス
と
混
合
ダ
ア
ル
ス
辻
華
ね
、

;
i
d』

m
w

川
1
1
:
j
J
J
I
L
-
-
;
ー
に
:
:
ソ
f
a
-
-
~

ら

れ

ま

せ

ん

匂

義

一

堂

一

一

8

昌

弘

一

ず

事

与

二

五

鍵

1

1

脅
2

0

0

パ

謹

重

喜

一
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中

山

菜

言

、

当

草

分

言

語

刈

t

或
坊
さ
せ
よ
う
一

軍
申
込
奈
川
ガ
キ
仁
一
語
、
氏
名
、
f
a
i
l
-
-
i
i
h
リ
ト
ぃ
ー
l
i
i
ぃ
i
l
L
j
i
l
l
、

年
齢
、
性
別
、
議
総
数
分
、
雪
子
今
年
は
m
同
夜
祭
相
手
す
。
義
4

わ
の
び
ゆ
く
続
三
孫
子
川
に
ふ

フ
ル
ス
的
機
会
は
パ
i
ト
ナ
ー
も
)
を
同
開
発
・
平
和
を
テ
i
ず
に
、
日
出
制
階
的
に
さ
わ
し
い
繁
人
の
滋
の
募
集

明
記
し
‘
m
w
H
月
Q
M
U
{
必
読
)
ま
で
じ

6

青
年
の
ゆ
納
品
開
会
後
十
取
り
緩
み
が
山
地
ゐ
C
V
お
暢
都
渋
絡
市
内
夜
位
、
従
齢
制
在

W
申
込
・
四
回
4
開
発
都
知
絞
1
0
1
の
7
れ
て
い
ま
す
。
市
?
も
一
人
ひ
と
り
め
{
グ
ル
ー
プ
で
も
河
。
年
齢
師
紳
印
刷
判
ザ
小
川
州
}

の
2
0
6
鈴
ホ
鍵
一
一
昨
{
山
側
一
2
7
8
7
殺
人
が
カ
会
A
n
わ
せ
て
一
作
品
引
を
起
こ
し
、
V
数
m
w
彩
式
詩
人
的
殺
総
欽
と
な
る

大

薬

遜

去

三

れ

る

絡

に

な

る

よ

う

、

官

明

る

く

て

警

的

問

な

も

の

三

君

主

(
日
)
市
災
事
航
路
を
始
め
市
山
内
お
叫
は
聞
出
い
ま
ぜ
ん
%
を
あ
著
作
出
械
は
心
巾
ぃ
o

v
a時
日
山
内

u
a
G
)午
後
O
時
却
で
絞
浮
か
の
行
事
志
織
の
広
げ
ま
す
。
鍬
総
L
、
作
品
は
四
時
却
し
ま
せ
ん

G

八

万

青

年

金

絞

り

場

く

多

く

の

市

川

以

内

参

加

制

V

応

募

方

法

作

詩

、

然

出

関

丹

内

役

所

帯
会
場
謝
花
ぷ
抗
日
必
滋
総
で
、
記
急
行
予
定
成
功
さ
せ
ま
し
ょ
3
0
氏
名
、
年
齢
、
翁
体
的
醤
日
を
明
討
し
、

軍
機
関
小
学
2
1
3
年
(
努
千
)
、
。
争
定
行
事
淡
発
テ
ー
プ
に
し
て
〈
て
金
丸
切
れ
ば
歌
山
削

小
学
4
i
G
部
・
F

附
河
チ
)
、
中
学
中
川
一
期
河
*
市
民
会
輪
開
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
h
w
帯
、
議
論
も
泳
M
刊
〉
持
一
孫
チ
1
6
8
4
、
教

イ
可
高
校
生
{
削
泊
予
〉
、
会
チ
一
総
{
小
夜
年
の
主
諮
問
一
J
b
o
o
-
年
わ
れ
ら
糊
問
委
長
会
役
会
教
州
問
調
同
あ
て
に
い
山
門
け
治

学

金

、

字

一

一

該

宗

主

-

護

生

、

芸

ぎ

“

主

5

2

3

Z
霊
き
る
か
護
持
参

G

一
般
(
夫
妻
獄
事
)
*
蕊
本
松
川
会
記
念
7
x
ス
ヲ
ィ
パ
V
閥
問
い
合
わ
せ
同
国
際
資
年
年
記
念
事

事

葉

小

室

長

Z

7

0

0

ル

(

コ

ヰ

:

ト

、

ふ

〈

ゲ

よ

大

会

議

実

行

委

H

禁

事

務

局

役

会

苦

流

用
円
、
お
校
生
以
上
z
o
o
m
門
*
総
且
率
一
7
u
'
J
i
前
向
3
か
一
昨
ケ
勺
五
惜
~
部
)
1
5
1
1

V
申
込
方
法
ハ

f
キ

ι氏
名
、
学
校
本
初
相
公
開
附
ま
?
抱
一
安
む
紋
織
は
口
H
H
i
H
H
U
?じ

/ノ換晴樹47

寄住ひょっとこ睦

使ず務

苦守

ひょっとこ霊堂と竹の子議Q)~書さん

警よ震音響警護饗祭器 1母語錫腫譲事2) 文芸どよりはも去さえがつ〈るコー

…です。縁切闘は毎tj15 ，j (必昔)，

l人 1fドで八三fゴ?に限り

応募受 我l，f: f1858母子役所{j~t頭iぷ

228 

ゑ
対
る
蚊
川
川
の
か
ど
の
丸
き
か
令

一
的
?
し
と
と
乱
れ
し
ま
ま
に
山
崎
の
絞
M
州
問
符
治

加
問
潟
い
い
の
び
ど
箆
咲
く
絞
ほ
の
か
州
山
本
い
み
勺
子

つ
り
舟
の
つ
ゆ
か
h
小
川
州
問
判
的
議
山
治
政
久
子

以
来
紋
の
針
辺
の
議
緩
い
ヂ
向
花
鈴
木
絞
f

-
妥
結
地
ぜ
L
配
地
引
に
抑
制
の
訟
を
…
鈴
台
後
出
千
代
失

と
そ
が
れ
L
仲
此
料
れ
に
A
7
は
待
問
ん
し
き
悶
叩
キ
ミ

新
必
や
絡
の
煙
草
の
H
訓
告
切
り
絞
殺
下
山
鶴
子

絡
の
案
内
川
俗
説
阿
る
金
緑
風
篠
山
間
ま
お

す
ず
虫
の
鳴
く
お
闘
は
そ
り
て
品
目
減
努
一
U
U
薬
問
同
代

山
I
C
川
見
渇
る
H
開
の
色
づ
く
ひ
と
り
旅
公
苧
学
問
問

散
出
世
j
る
仏
間
に
こ
ぼ
れ
し
殺
の
総
長
汀

叫
壊
し
る
べ
く
九
裂
で
で
大
き
く
回
聞
く

ιか
ら
ま
れ
リ
て

咲

く

初

級

ゃ

ん

C

L

丹

上

総

F

舷
匂
ふ
村
山
以
内
川
閣
の
タ
づ
き
て
キ
リ
ぞ
け
ソ
ス
の
声
次

第

に

や

み

ぬ

災

縦

長

ん

江

取
り
入
れ
め
終
れ
ば
続
わ
ぬ
綴
し
み
が
刷
み
と
な
り

て

う

け

の

総

持

品

料

滋

M

J

r

女

お
山
刷
憾
の
幻
h
H
め
く
る
説
選
を
わ
カ
足
場
め
ば
土
色
ハ

ひ

て

く

れ

に

き

郡

山

山

同

十

知

子

以
泣
き
卒
以
い
い
は
の
か
胤
ふ
り
で
的
所
燃
の
舞
ひ
あ



久
ヰ
寸
京
一
一
一
摘
出
自
治
会
は
市
内
務
本
綴

に
位
制
叫
し
‘
数
MHMも
一
竹
け
ば
川
、
も
う

柏
市
と
な
る
。
ぷ
入
品
サ
附
砕
い
の
お
合
総
す

る
由
同
総
会
は
他
じ
み
本
併
革
々
久
作
家
出
防
総

会
と
久
停
術
品
開
M

本
仙
川
必
川
内
閥
抗
刷
会
が
あ
る

G

ニ
の
お
の
樹
殺
は
w
T
特
附
け
の
策
附
師
、
久

守
家
出
削
泌
が
北
端
糊
し
た
伽
}
と
に
よ
る
と

い
わ
れ
て
い
る
"

我
係
?
?
鋭
か
ら
後
世
で
約
加
分

6

品化

に
帯
鎖
的
畑
唱
中
閉
じ
久
守
家
内
義
務
‘

一
関
門
い
日
本
地
所
内
住
宅
街
、
東
に
我
孫

子
二
熔
堂
高
校
、
我
孫
子
高
等
技
術
専

問
日
枚
、
中
世
学
院
大
学
が
並
び
た
つ
s

同
唱
和
岨
年
に
分
識
が
開
始
し
、
昭
和

田
年
5
R
に
向
治
会
が
発
足
し
た
ロ
当

時
的
会
員
は
1
6
0
散
権
。
多
聞
に
擦

れ
ず
、
大
半
が
東
京
方
爾
に
通
勤
す
る

ガ
ラ
リ
i
v
ン
窓
際
灯
。
そ
内
せ
い
か
、

毎
年
、
役
時
間
は
京
彼
が
多
い
。

L
F
X
り
わ

け
今
年
殺
は
線
対
会
級
以
下
、
品
庶
阿
闘
が

噌
恥

ご
}
ふ
は
織
か
な
総
滋
端
で
す
が
、
や

は
り
引
と
際
問
問
附
が
綴
と
れ
ば
、

2
2

0
枇
織
的
然
治
が
鳴
か
怒
れ
ま
ム
?
を

今
部
附
胤
は
め
っ
け
か
ら
、
品
ぬ
く
の
淡
水

x
w情
が
倒
閣
と
な
り
ま
し
た
。
思
い
が

け
な
い
務
総
民
対
処

す
る
こ
と
め
録
し
さ

と
大
明
き
を
知
ら
さ

れ
ま
し
た
白
と
に
か

く
か
住
民
同
た
め
に

な
る
こ
と
は
荷
だ
ろ

う
々
を
念
畿
に
澄
い

て
、
解
決
を
附
凶
勺
て

き
た
つ
e
w
り
で
す

g

ニ
の
ほ
か
に
も
い

く
つ
か
解
決
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
織
機

女
鋭
的
役
災
小
、
わ
出
め
ら
れ
札
て
い
る
。

の
お
ん
で
は
品
協
に
制
内
を
み
な
い
。
柑
棚
井
ム
制

緩
は
帥
砧
付
税
と
問
問
時
日
い
校
講
悲
仏
間
げ
う

ち
、
務
総
会
の
た
め
に
淡
海
鋭
厳
令
ゐ

総

留

を

漁

っ

て

い

る

。

た

の

山マ恥

っ
た
絞
り
紛
で

い
っ
ぱ
一
い
に

金
問
問
に
酬
明
ら
れ
ま
し
た
。

プ
レ
セ
ン
ト
さ
れ
た
の
辻

タ
オ
件
、
手
ぬ
く
い
各
6
0

0
本
を
は
と
め
毛
布
部
枚
‘

衣
類
3
0
0
占
、
ド
不
足
一
用
雑

貨
な
ど

3

こ
の
ほ
か
女
性
に

は
カ
サ
が
贈
り
れ
ま
し
た
か

な
か
に
は
た
ま
た
ま
燥
揮
し

た
際
に
、
}
的
呼
び
か
け
を
知

り
、
域
〈
知
的
所
制
部
品
巾
か
均
送

っ
て
〈
れ
た
い
々
も
あ
り
ま
T
U

況
附
随
し
た
同
ク
ラ
ブ
的
問
知
行
会

採
は
吋
日
本
人
と
し
て
開
と
か
し
て

あ
げ
た
い
然
的
九
。
多
く
め
市
川
判
的

w
w
$
ん
は
協
力
し
て
い
化
だ
与
、
第

点
測
れ
い
う
れ
し
〈
淑
い
ま
す
“
日
甘
さ
ん

の
協
か
い
心
が
き
っ
と
総
い
む
も
内

と
存
じ
ま
寸
」
と
出
べ
て
い
ま
し
た
一

(5)1鮒 10

車
民票
か護
ら重
i誌警
かタ
い Z
R自主
り毒
物さ

利

犠

山

腿

道

水
道
局
前
道
路

パ
ス
も
羽
月
日
純
白
脅
§
う
麗
し
ま
す

A
Z
E
-
M
H
h
l
日
か
ら
利
出
山
健
道
路
(
市
道
碍
!
制
号
線
)
の
滋
良
工
絞
一
車
パ
ス
は
患
を
総
て
、
天
王
ム
口

、
ほ
(
市
道
祭
時
擁
)
と
水
道
局
前
向
事
が
行
わ
れ
、
歩
行
設
を
含
め
て
ふ
属
国
期
間
机
古
田
口
広
場
で
折
り
巡
し
、
山
市
滋
船

通
行
ふ
め
と
れ
ヰ
念
寺
。
悼
惜
1
綬
孫
子
線
検
出
に
。
ま
た
い
っ

こ
の
た
め
、
ニ
ニ
を
ぼ
う
、
問
閥
単
銚
滋
パ
ー
は
柴
崎
品
川
、

路
線
と

ιい
て
い
る
絞
家
資
出
向
者
続
刑
す
る
斗
と
い
い
立
り
ま

パ
ス
、
問
州
市
黒
銑
滋
パ
ス
す
ぷ
綴
刷
物
蹴
〉

も山
W
H月
M
U
M

〈
判
バ
〉
か
ら
ん
?
緩
め
絞
殺
γ
品
購
は
ゆ
ホ
滋
締
約

う
湖
、
と
な
リ
ま
す
e

川
町
滋
終
的
終
総
門
糊
哨
状
。
。
!
Q
U
灯
を

品世吋成品詩的山
M
M
M

に
}
m
w
即
時
滋
と
水
滋

級
品
期
的
淡
路
と
め
な
談
部
分
の
mw
り

下
げ
(
糊
情
状
よ
り
2
M
M
m
吋
偽
〈
}

③
鋭
的
古
か
ら
の
滋
路
町
社
長
屯
交

叫童、
E
b
-
-
e

を
同
国
的
叫
に
行
わ
れ
る
も
の
で

す。
ポ
吋
び
通
行
で
き
る
の
は
来
年
4
H

め
予
定
で
す
。
こ
の
問
問
、
多
大
な
ご

連
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
二
協
力

を
お
綴
い
い
と
し
ま
す
の

V
問
い
合
わ
せ
一
辺
路
諜
ヱ
批
W
M
怜

ア

}

品

杭

あ

び

問
題
が
あ
り
ま
す
Z
本
と
土
と
虫
“
が

そ
れ
で
す
岳

本
と
は
本
官
官
。

e

何
冊
で
は
M
H
的
削
.
床

下
内
撹
木
仁
氏
陣
わ
れ
ど
い
ま
し
た
。
し

か
し
m
m
和
路
年
に
自
動
排
水
ポ
ン
ヅ
が

で
き
て
か
ら
法
叫
鳩
山
聞
が
減
水
す
る
抑
制

緩
マ
淡
ん
で
い
ま
す
。
小
ん
と
は
総
然
沈

下
内
ニ
と
お
や
は
り
一
線
で
は
綴
織
だ

っ
た
と
ニ
ろ
が
あ
り
‘
情
問
機
が
山
刷
て
い

ま
令
。
践
し
F
ゅ
は
蚊
や
ウ
ン
カ
、
品
胤
務
柳
徹

患
の
こ
と
‘
こ
れ
は
中
市
小
品
問
機
を
凶
行
っ

て
く
れ
て

e

鋭
か

A

，
て
い
ま
す
が
ゆ

楽
し
く
絞
め
る
街
づ
〈
り
か
向
日
穏
に
、

今
年
・
変
は
特
に
、
一
強
制
鉱
に
滋
点
を
鐙
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
‘
先
隠
も
敬
老

内
震
を
絞
っ
て
、
お
年
寄
り
の
皆
さ
ん

に
お
粂
子
を
お
糟
り
致
し
ま
し
た
。
ま

た
官
廷
に
は
近
〈
の
題
点
街
丹
お
力
を
借

り
て
盆
凝
り
大
会
も
催
し
ま
し
た
。

品
取
特
捜
に
大
き
な
線
開
時
を
ひ
と
つ
，
そ

批
措
築
会
場
が
な
い
ニ
・
と
で
す
盈
的
問
年

来
的
慾
後
で
、
す
。
時
閉
立
念
も
、
官
向
い
本

端
的
協
側
織
に
誌
な
か
な
か
滋
い
つ
け
ま

せ
ん
伶
い
ず
れ
に

L
ろ
、
総
M

伐
の
簿
と

カ
ぞ
、
…
品
世
…
響
、
料
相
し
い
即
断
づ
く
り

そ
行
っ
て
い
懇
た
い
と
考
え
て
い
*
乎
，
恥

V
金
融
慨
綴
持
綾
子
久
学
祭
5
8
5

!
剣
山
M
叩
引
開

)
5
2
6
2

策x合駅

判総山陽滋
ti!f; 
."?-.IJ， 
哩場

瞳 盤額全部通行禁止
(歩行者を盆む〉

I二コ阪東パスi王殿歴書

仁二2 照量失業主語パス波留霊告

こ」岬

h
H

h
y
:
ぷ
L
P多品

い
は
山
崎
鈴
近
畿
地
十
縦
、
綴
ス
ハ
〉
即
叫
料
開
で
‘
チ
閥
、
附
門
官
官
布
五
門
ぷ
一
白
岡
山
間
一
一
一
郎
入
。
一
一
…
)

泌
総
円
い
し
て
二
千
z
…
…
時
前
審
余
均
火
殺
十
品
品
代
チ
尚
司
平
野
俊
之
J

品
川
ふ
千
削
と
手
何
日
沼
同
開
発
へ
品

同
械
な
詰
喜
怒
れ
て
い
念
事
。
そ
の
拘
禁
事
力
選
票
飯
合
し
、
立
す
ロ
吋
与
力
、
判

絞
殺
以
来
の
火
地
中
点
と
し
て
段
、
本
w
m
悶
)
に
判
明
然
、
制
叫
巾
則
的
祇
滋
地
、
税
刊
は
約
占
万
一
ふ
下
露
。
そ
め
山
口
約
火
て
な
ん
と
八
千
両
が
上
納
き
れ
ま

L
た
自
分
的
金
子
制
抑
失
議
」

吋
本
間
後
に
は
は
拭
び
も
な
い
が
、
せ
綴
然
的
関
発
、
街
枯
渇
内
平
日
刊
な
ど
で
千
悩
泣
く
を
地
誌
で
気
持
し
‘
不
足
分
そ
れ
は
手
首
沼
閣
発
的
経
費
総
日
比
械
の
飾
部
刊
日
新
倍
増
由
主

的
て
な
り
た
や
殿
山
開
に
い
と
い
わ
れ
れ
公
的
を
終
絡
し
て
火
紫
燦
と
な
り
草
て
は
何
万
か
ん
り
で
も
用
立
て
る
こ
と
に
し
六
滋
余
に
の
ぼ
り
ま
す
。
し
か
し
、
ニ
「
遠
路
と
は
乍
中
品

た
削
減
綴
綴
削
的
諮
本
一
的
後
終
、
な
か
で
も
回
目
代
議
次
隊
(
一
ヒ
ス
四
i

て
い
ま
す
怠
新
出
附
す
れ
ば
嘉
一
一
万
一
般
の
計
四
簡
は
残
念
な
が
ら
‘
関
東
、
陵
呉
と
前
回
の
干
拓
の
山

本
間
放
が
翁
お
で
す
が
、
械
的
闘
い
い
子
一
八
心
強
)
は
は
開
替
を
推
認
的
に
発
展
予
夜
が
で
き
る
と
い
う
見
込
な
の
で
す
。
を
加
盟
っ
た
大
洪
水
と
有
名
な
老
中
田
沼
今
度
こ
そ
は
手
汽
山

町
世
地
主
で
あ
っ
た
融
緩
め
出
隣
家
さ
せ
・
尚
開
業
の
ほ
か
物
産
問
屋
も
営
み
、
こ
の
計
密
で
地
一
屯
外
的
大
口
出
交
考
慈
次
的
完
関
で
中
止
に
お
わ
り
ま
す
。
せ
よ
う
と
熱
心
な
掛

も
つ
と
に
有
ち
で
す
。
現
在
は
そ
の
そ
の
務
総
は
主
に
土
地
に
投
資
し
て
、
と
し
て
白
羽
町
矢
が
立
て
句
れ
た
の
が
鵠
沼
窓
次
ご
七

e

九
3
八
人
)
は
、
ま
し
た
。

叫
州
窓
が
史
跡
い
い
も
な
っ
て
い
ま
す
む
究
明
年
間
同
に
は
資
産
カ
七
千
石
ま
で
に
越
後
町
市
略
家
で
し
た
ロ
幕
府
よ
け
岡
山
卒
然
ト
九
年
よ
り
九
代
将
軍
家
療
に
滅
工
内
件
に
わ
市
鳴
喰

こ

の

獄

、

そ

の

市

略

家

主

議

す

る

ま

咽

一

，

t'hF語
2
剛

議

沌

妙

E
i
h
-
w
翼
~

f

L

l

t

p

'敢
に
つ
い
て
は
弓

古
文
書
に
手
賀
沼
間
同
登
に
間
関
す
る
一
記
四
四
回

4
品
切
民
健
，
柄
引
由
1
司
噌
J
抑
制
判
官
ぷ
弘
同
闘
将
広
間
同
M
fぷ
際
競
旗
揚
嚇
滋
輔
混
濁
努
が
必
守
婿
酔
d

余
下
一
一
…

mL
しとる出

品

持

が

み

つ

か

り

ま

し

た

。

越

後

の

大

，

4
1
J
可

1

;

1

v

i

d

司
‘
‘

d

'

d

e

J

主
人
的
で
あ
る
句

童

も

手

話

望

に

参

加

安

試

み

天

明

期

巳

幕

府

立

八

千

轄

を

醸

金

仲

間

最

重

て
い
た
の
で
す
。
淡
し
た
と
い
い
ま
す
ロ
ニ
め
よ
?
に
太
宰
長
ザ
ゃ
れ
た
総
次
郎
は
、
家
殺
が
同
刑
さ
れ
て
、
京
綴
ペ
年
以
は
火
名
に
と

k
瀞
川
内
総
ぶ
め
な
い

千
賀
沼
町
干
拓
は
、
長
い
程
変
が
克
明
療
に
戒
M

慨
し
令
指
機
滋
は
‘
夜
明
的
蹴
倒
h
u
内
も
税
特
が
ふ
尚
一
フ
て
の
ニ
と
で
、
り
と
て
ら
れ
ま
し
た
“
十
代
将
棋
双
山
的
事
り
い
耐
え
て
い
ま
す
“

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
な
か
で
表
明
年
大
飯
鐙
で
は
総
災
級
惜
別
総
合
と
し
て
…

ω附統
制
例
代
的
札
制
ふ
い
に
は
一
小
訓
練
め
総
抑
制
も
絡
く
附
川
村
山
開
館
中
い
ん
は
、
総
務
燥
機
d
b
ニ
れ
に
間

関
(
一
七
八
一

i
八
六
)
に
計
百
問
惑
が
総
を
と
仙
制
し
て
い
ま
す
様
々
の
後
、
利
欲
品
不
必
い
吋
出
荷
予
仲
代
後
間
開
級
品
立
」
綿
入
、
や
が
て
校
、
水
高
年
に
は
禁
中
と
と
い
フ
め
も
印
mm

れ
た
子
持
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
子
獄
絵
府
へ
の
紙
芝
笠
宮
で
数
絞
に
わ
て
て
も
必

F
附
立
て
る
と
終
夜
し
て
い
出
世
し
、
長
五
年
に
は
行
い
品
五
一
倒
的
予
代
制
高
汁

的
資
品
泌
総
述
に
組
後
的
濃
淡
数
鉱
山
べ
た
り
、
つ
づ
け
ら
札
て
い
ま
寸
鴎
ま
す
。
れ
ん
だ
し
「
波
年
山
凶
作
打
縫
い
?
子
哀
を
脅
し
ま
す
a

二
約
国
務
怠
火
口
れ
な
か
っ
た
ん
戸
、

総
命
に
よ
り
資
金
を
上
納
し
て
い
る
冬
て
、
絞
め
苧
災
協
出
掛
稔
に
つ
い
て
も
あ
る
の
?
一
一
平
似
合
占
一
夜
い
い
剛
山
廿
ず
、
つ
い
て
め
終
揺
は
時
河
川
白
色
々
あ
り
ま
す
的
大
飢
叫
臨
時
に

的
で
す
。
そ
的
後
絞
め

m鴎
市
崎
明
喰
私
一
火
災
に
は
ぷ
眠
昨
以
下
封
筒
手
間
川
一
ニ
回
に
分
け
て
献
金
し
て
い
ま
す
。
が
、
党
内
手
間
H
沼
干
拓
は
田
沼
町
総
}
棋
の
た
め
、

核
で
し
た
句
協
を
始
メ
側
関
山
黒
砂
崩
所
々
続
的
側
加
剤
取
ぷ
之
ま
た
、
法
次
郎
と
と
も
に
分
家
に
取
的
な
続
済
政
策
内
一
環
と
し
て
み
る
ニ

市

神

明

後

は

、

間

代

続

haH比分い
b
t心
記
さ
れ
た
幕
府
閉
め
同
出
発
た
弟
向
次
郎
山
も
五
百
両
を
上
納
し
て
と
が
で
き
ま
す
。

〈
棚
引
叫
削
機
内
総
持
が
副
司
っ
て
い
ま
す

5

そ
れ
い
ま
す
。
そ
の
他
、
佐
藤
伊
在
エ
向
日
二
そ
れ
か
り
役
十
年
を
総
て
、
一
一
手
抱
一
一
一
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畑
出
状
及
一
日
記
念
品
が
帥
や
り
札

ま
し
た
匂

開
問
税
、
県
内
に
は
1
0
0

4

組
以
上
の
お
年
寄
り
が
何
人

い
ま
寸
が
、
今
日
附
は
中
的
さ

ん
ら
潟
1
0
0
滋
合
必
え
る

mw
人
が
付
加
黙
と
払
っ
た
も
的
。

中
嶋
怒
ん
は
今
瀞
.
総
合

総
め
て
以
来
、
山
内
じ
ふ
し
て

い
る
も
の
の
‘
的
で
も
ん
比
べ

~
て
カ
f
H
V

と
つ
が
か
な
い
克

明
夫
さ
ロ
ニ
の
日
訪
れ
た
転
本

~
一
成
一
品
交
{
庁
長
ら
に
は
っ
き
り

~
と
し
た
荷
で
「
あ
り
が
と
つ

な
を
お
ば
あ
九
ゃ
ん
，
泌
1
0
0

ご
ざ
い
ま
し
た
急
と
あ
い
さ
つ
ぐ

歳
お
め
で
と
フ
敬
老
の

H
在
記
市
内
に
は
中
唱
さ
ん
の
的
に
も
町

な
し
て
、
市
内
μ
町
長
持
的
中
喝
な
を
誌
の
草
卒
、
と
き
さ
ん
(
郡
部
)
国

さ
ん
(
布
佐
・
明
治
問
、
今
Z
H江
部
ロ
殺
の
石
町
次
郎
七
さ
ん
(
並
本
)

J

同

生
ま
れ
)
に
内
閣
品
川
理
大
豆
を
始
的
、
総
も
と
の
さ
ん
(
口
口
元
)
こ
こ
長
寿

郵
政
火
臣
、
県
知
事
、
市
長
か
ら
お
め
十
々
が
た
く
さ
ん
い
ま
ず
。

内
閣
総
理
大
臣
な
ど

-
開
綾
麟
野
藤
覇
、
盤
輔
の
~V

高
松
宮
鶏
界
第
初
日
本
野
球
大
金

川
小
々
決
勝
。
α
対
0
.

決
糾
明
日
制
対
3
、
そ
し
て
品
川
勝
て
む
3
対

。
と
ス
つ
ア
も
七
々
"
ぷ
ス
め
小
林

出
川
和
光
滋
や
や
中
心
心

H
m
yり
の
郡
山
球
仰

が
で
き
た
ゆ
一
ど
が
勝
協
と
か
。

市
内
に
は
軟
式
野
球
チ
l
ム
が
は
チ

ー
ム
も
あ
り
司
琉
在
秋
半

大
会
を
繰
リ
広
げ
て
い
ま

す
a

市
役
所
チ
l
ム
は
こ

の
市
野
球
連
盟
の
推
せ
ん

を
う
け
、
県
、
関
東
、
全

国
大
会
を
判
明
し
た
も
の
で
、

市
町
全
悼
の
レ
ベ
ル
が
い

か
に
お
‘
か
物
給
一
っ
て

い
ま
す
ル

な
お
、
市
凡
作
所
野
山
部

は
最
年
、
い
よ
い
上

lm

中
嶋
“
結
晶
借
金
ん
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昭和60年9月1B現在 本人口111，823人〈十l.180人〉
〈対前年比〉 男55，98臼人女:55，843人

キ世繕敏33，956世搭〈十570世帯〉

骨市役所本庁 85-1111 骨市民会宜富 84-3311
骨つくし野玉置所 84-8801 申市民窃書館 84-1110
申湖北台支所 88一日828 ..市民図書館湖~t;台分館 87-3055

骨 潟北支所 88-2111 骨市民図書館器動図寄館 87ω09
骨 布佐支所 89-2358 骨中央公民館 82-0515
事委主育委員会 85ー竹51 曲都市改造事務所 85ー刊行

骨水 道 局 84-011'1 申聾体障害者福批センタァ 88-0141
e消防署 84-0119 申つつじ悲 88-0123
申卦年センタ-84 叩∞ 申生活環揖探〈静化僧)87-2379 
骨市史縄さん室 85-2481 ゴミ)87-∞15(し尿〉回一2547
骨保健 セ ン タ -87 竹31

日明一胎一
画
亙

副
誠
一

国
璽

砂B蒔 10月128C土〉午前8街30

分力ら午後4碕30分〔雨天の場合

刊月19巳〔土))

砂場所 '!lJ叡川第守・2野球場

砂参却資格市内の農家の人

砂申し込み農家組合単位に申込

書を組合長ガ取りまとめて提出。

砂問い合わゼ農政課

l繍尊厳綴t脅し:差益]
~BG寺 10月238C水〉午前7時30

分

砂器量所市ゲトポル場

砂参加資格市内在住者介チーム

ア名〔監督を含む〕

砂申し込み・問い合わせハガキ

1こチーム名、代表者の住所、氏名、

電話番告を記入し10月9日まで仁

寿1-13-27我孫子市商工会 ft82

3131へ

砂日時 '10月20臼(臼〕午前9跨30

分かう午後3時(質問無料〉

砂集合中身え民館

惨テーマ 手翼沼や局辺の生物。

手賀沼と私たちの生活

砂説明環廃保全課隠員

砂 人 獄親子20組〔先着〕

砂申し込み問い合わせハガキ

に親子の氏名、年齢(学年〉、住所、

あ vr e 

12172初j白書のプ記事司
惨包時 10月6巳(日〕午後守碕ガ

らヰ跨

砂場所高野山小学校体湾館

企参加費 無料

※汗をかいてもよし憶装、運動ぐ

つを符参して下さい。

砂問い合わせ 我孫子フ才一クダ

ンスクラブ斉露宮84-2241

|ボランラ許Pの会j
。定例会 10月4日(食〕午前1日時

から寿市民センタで

。館鏡勉強会第2・4水庭白午前

切符から寿市民センターで

。点字勉強会 10月258C金〕午前

切符から望書市民センターで

。襲鴎荘事事仕活動 '10月11日(金〉

0鶴寿題毒王位活動 10月22臼(火〉

0久遠苑奉仕活動毎週火ー金曜

日1<:1:奉仕日、白週土擢81<:1:異物白

砂問い合わせ社会福枇協議会

圏一隷一

画
一
週
一
一

日
叫
一
劇
一

圃
豆一文一

P
O一
「
J
!
J

の

i
t
-
-
-
一
鐙

ー
一
一
人
一
一
連
す

¥
一
一
↓
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一
道
ま

山
一
一
一
一
晴
叩

旦
一
コ
一
丸
一
山

一
花
一

r
時

主
三
副
よ

一a
l
l
-
凡

叉

こ

一
生
一
市
制

我孫子市では、昭和引年4月採用予定者を双のとおり募集い定します。

ま芝、 E語体障害者雇用促進法の足立旨に纂づき、下記による隠種、探用

予定人員、受験資格、試験内容に加えて次の要件を満疋す島本障害者も

合わせて募集し1たします。

①色力巴より通勤ができ、かつ介護者なし巳磁務遂行ガ可能な者

② 活字印刷文による出皇室に対応できる者

③易体障害者手慢の受付を受けている者

砂募集鴎種、話験内容等

l|霊受章| 受 験 資 信 |試験内容

宙 l上|塑|草|昭和14年4月2白から昭和39年4同マ日ま|怒-"一陣要援
1".:1級|主|主|でに生まれ疋者で学歴を局打起し¥0 詰 ，，-量

段 |ζ|初|男|草 1tBl1J3日年4月2日ガう沼相43年4月1臼ま|箆一式一望賓室蓬
行|同|級|主|毛|でに生まれた告で学歴を間む忽い。 1孟 主

政|授|十|男|若|沼租M年4月2日力ら昭和39年4月守巴ま|択…式一般教鍵
議 11右|土|・|干|でlこ生まれを者で寄門課程時了又は開了見|択一式再門

|忌|小|立|名 1込みの者で学歴を間杓広し、。 1面 揖

箆箆員|男|皇|昭和羽同月2白から昭和僻4月守日ま|誇式-T蕗
百|でに生まnto香で学宜を間むおい。 1 揖

砂日時何時12臼(主〉午後T鴎3日分

惨繊所市民会館(入場無料〉

砂問い合わせ社会教育課

lひとつ窃ゆ種?の清捕i
砂日時 10月6日(日) 午前10碕か

ら正午(小雨決行〕

砂話量所 手賀沼立産主主道を手賀大橋

業主主お、次のいずれかに設当する 惨受E壷手続受験申込用紙1革、人

事諜で3i'惜します。希望者は、申

込用紙守部〈受験禁の部分を含む〉

に所要事l買を自分で記入し、本人

の写真2枚〈ライカ版、上半島無

稽で霞近6ヶ月以内!こ療影し芝も

のを受験申込書および受皇室票の所

定の位重量にのり付けをする〕、卒業

(見込〉証明書守通と成績証明書

守還を添付して下さい。

※注意受験申込書と受験票は切

りはなさ怠いこと。

身体障害者は、受験申込時に身

体鯖害者手犠を待参することの

~紙験期日 10月初日(日〉

砂詰験会場我孫子中学校

電話番号、親と子のふれあい教室 |総務部人挙諜へ関係書類を持参し

参加希望を明記し、?日月78C消 |だ蓄に限り受け惜けます。 官邸 1111 

印有期〕までに、我孫子1684教育 い徽鍛鰍弘 Lル ν泌偽佐々ばら悦〆ハ叫信 田園田園田園田園田岡田圃

委員会社会教育課宮85-1511へ

t隣 矧lW験開講座j
砂BB寺 1日月8臼ガら12月38の ー我々の街でも取り入れる

自週火曜臼午後1時30分 ことガできないだろう力一

惨場所叡育委員会会議室〈初回 砂鴎的手滋素ー(毎日新聞編集

のみ市民会館〉 委員〉

。俳句の部 砂員耳目(流派〉本1Oi=lア日ガら12

砂大会 10月278C日〉午前11筒 日〔池t5l竹原一葉字句日ガら19

'砂場所市民会舘

砂作昆 f秒:喜善I挑f当季雑誌J

<31匂のきt3句に会費伎氾円〈切

手可〕を添えて10月ア包までに白

山3+18あびこ俳句向沼会染色、果

径ft84-2225へ郵送して下さい。

。短献の部

惨大会竹月定日〈主〕午前10筒

砂極所市民会館

砂作島誌草(雑諒1首〕をハガ

キ大の大きさの紙!こ記入し、会費

旬∞円(叡集代他〉を添えて並木

6一日-9我孫子短叡会山本寛太ft82

8408へ申し込んで下さい。

lMそ映画のタベ亡会員募集j
惨巴詩句月188C金〉午後6街3日

分

b場所市民会館第2・3会議室

診内容 スキー映画と総会

砂連結先鈴木骨82-3451

lß~スザ坊主ドヲ~5;~芸員1
~練習臼 窃週水墨日午前1日時30

分ガら正午〈会費6か月4日刃向〕
砂場所新総戸スタランド

惨連絡先松本ft88-6'162

鈴木官邸-2574

輔圃団団
[建築維談調設置j

臼(専正泡応〉小柴主主宝本21臼力

ら26日(小原流〉佐穏豊秀*28臼

から'11月2日〔迎応〕鈴木清流

⑧⑧@⑧⑧ 
曹健在自慢 保(白山〉刀ら社会福

祉関設整億墓主主にと5400円の寄1司

ガありましだ。

曹福祉まつり実行委員会にと干支

土建様7797円、田中晴美憶(高野

山)200C円、義治同句会犠1万50

∞向、なかよし同好会保2万3650

向こD寄付ガありまし左。

Vボランテイ戸の会保ガら手をつ

なぐ現の会lこと4万509:;円の寄何

万ありまし疋。

申通所福祉1乍業所にと中央学院高

校僚1万5744円、生活フラフ生協

保50∞円、生活センタ 保400日同

蓄は受験できません。

①白本の国語を育しない者

②禁治産者及び掌禁治産者

@耳語関以上の1干UIこ処せられ、その

執行を終わるまで又は、その執行

を受けることガ芯く怠るまでの者

@日本盟憲法施行の日以後におい

て、臼本l:!jJ憲法又はその下!こ成立

しだ政府を暴力で破壊することを

主蛋する政党その他の団体を結成

し、又はこれに加入し疋者

傍受信期間 日星雲Bと祝祭臼を除

く、昭和閃年10月 18C火〕ガら10

月128C土〉までの午前9時から午

後4碕〈土重量包は正午〉までに市

砂包時 10月12臼(土〉午後3跨

砂入場料大人1700円、高授生以

下旬00円

砂問い合わせ社会費育課

ft85-15竹

砂入場券発売所 *平翼雲居*北

口ひらガ本ヲィエ 我孫子居率ブ

砂臼碕守口月6臼(臼〕午前7日時 から東へ約印Omのーコり絡の所

砂湯所井手口ホ Jレ〈入場無料〕 惨鰭古物撃手、スコップ等

惨問い合わせ民話連合会 ※笛木刀あれば持参して下さい。

加藤宮88-0266 惨連絡木原ft84-4705 会館

の寄付ガありましだ。

場緑長寿会の皆僚から緑保有霞に

と雑巾50枚の寄i司ガありましだ。

曹村山明造会一同僚(寿)ガら渇祉

のだめにと3万140C月の寄1司ガあ

りまし疋。

@サンケイ新聞厚生文化事業団禄

から手をつなぐ視の会!こと10万円

の言言問ガありましだ。

甲岩見昇様(つくし野〕から第6

Bあびこ福祉まつりに際し、手を

つなぐ親の会にと食片山ケスの

霊害対ガありましだ。

9コンピニエンスことぷさ感(湖

北台〕ガら福社の疋めにとチャリ

ティーヴラスセールの収益金とお

宮様の善意の募金3万6058月の寄

b筒邸民俗.宮本袈裟雄(武蔵

大学教鐙〉、文化財柱事建接言書

忠夫(市史編集委員〕、石造物

色勝正(市史編集委員〉

砂申し込み・問い合わせ市史編

さん室ft85-24日1

[時運動開税制

10河竹日刀ら17日は違反建築防

1上週笥です。

砂相談B 10月16臼(刻、 17日休)

砂時間午前10碕から午後ヰ隠

砂場所市民会館第2会議室 1ヨガありましだ。

砂問い合わせ建築指導課

車 1 火 I~雪躍起民間俳句∞
精 2 水|明器情蹴コ晴樹室町ω~15ω

塁 3木|三重譲二暗号 iT3∞

警 4金|

立弱-1200

争犠-ltl詰

童館-l2.i耳

16水|主Z議?需品罰諸君;E015ω
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